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地域社会の活性化に向けた取組み

全国各地でプロジェクト化

ライフ フードラーニング アグリs インフラ・
エネルギー

タウンワーク

ヘルスケア
メディカル

ツーリズム
＆モビリティ

パートナーととも
地域が抱える
課題解決・
地域活性化

Smart10xを武器とした
地域活性化の取組み
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ファクトリーサービス共創

仲間づくり
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ICTを活用した

未病ケア社会づくり

NTT PARAVITA
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睡眠のプロフェッショナル × ICTのプロフェッショナル

日常の健康を支える睡眠をデジタル化し、日々の健康状態と睡眠のデータ分析から健康への介入
へと導くヘルスケアサービスをオンラインで提供し、地域社会の健康増進をDX化でサポート

地域の
自治体・薬局・
企業を通じた

健康増進サポート

▪医療・介護ベッド及びマット型睡眠センサーで国内トップ
▪高精度の睡眠センサー及び睡眠領域の知見

▪AI（認知機能推定）エンジンとデータ活用ノウハウ
▪地域密着型のICT導入サポート・実績

睡眠データを軸としたヘルスケアサービスのDX化
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健康・未病・病気

自己管理 自立支援 治癒支援・治癒

健康 未病（みびょう）

病気の一歩手前の状態
病気

心
身
の
活
力

加齢

健 康 フレイル 要支援・要介護
衰弱

回復

 加齢
 疲労・過労
 ストレス

 生活習慣病
など

衰弱

回復

健康寿命（自立した生活が送れる期間）

高齢者の心身の健康維持のために、未病対策やフレイル予防対策が必要と考えています。
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背景：国が掲げる認知症対策の取組みについて

重度
認知症

中度
認知症

軽度
認知症MCI健常

認知症施策
推進大綱

■ 基本的な考え方

認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会をめ

ざし、認知症の人や家族の視点を重視しながら｢共生｣と｢予防｣※を車の両輪として施

策を推進

※ 「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を

緩やかにする」という意味

厚生労働省ホームページより

認知症非認知症

回復の可能性あり 移行率：約10～15％／年

厚生労働省 e-ヘルスネット より
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/alcohol/ya-033.html
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ベッドセンサーの種別について

介護施設向けベッドセンサー 一般利用者・在宅介護向けベッドセンサー

 介護施設内のみでデータ閲覧可能

 一般医療機器（クラスⅠ）

 介護ロボット導入支援事業の補助対象に採用実績あり

 インターネット経由でのデータ閲覧を想定

 家庭向けベッド製品とセット提供中

 非医療機器
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NTT PARAVITAのめざす社会

健 康 未 病 病 気

日常の生活（睡眠）データとAIを活用し、「未病状態」にいち早く気づき、悪化する前に

適切な介入への誘導を促していくことで、病気になりにくい社会へ

睡眠センサー

運動センサー

センサー 生活データ 医療への誘導
（ハイリスク者）

• 適切な治療の
紹介

自立への介入

• 適切な睡眠、運動、食
事等の改善指導

• 改善プログラム

AI傾向分析

• 生活習慣リスク推定
• 認知機能傾向推定
• ストレス傾向推定睡眠など

生活データ

下記のミッションのために、睡眠データから未病状態の推定や適切な介入をサービスとして提供します。
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先行研究の取組み（2017年度）

実施内容

成果および課題

• 高齢者住宅2施設（被験者29名）で実証実験を実施。ロボットによる定期的な認知
症診断テスト、HDS-Rの結果から認知症/それ以外を2分類、下記データの特徴量を
分析する機械学習を実施

• ロボットとの会話情報および屋内位置情報の分析により、認知症群の分類において
80％程度の精度モデルを実現。

• 睡眠情報の分析により、認知症群の分類において80％程度の精度モデルを実現。
• ロボットによる認知症診断プログラムは質問回答38％、採点可能はそのうち45％で

あった。ロボットの音声認識精度の向上、「認知機能確認テスト」回答採点の自動化
が必要。

使用機器 対話型
ロボット

位置情報
取得システム睡眠センサー
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先行研究の取組み（2018年度）

実施内容

成果および課題

• 高齢者住宅等5施設（被験者105名）で実証実験を実施
• MMSEの結果から認知症/MCI/それ以外をそれぞれ分類、下記データの特徴量を分析

する機械学習を実施

• 睡眠センサー情報の分析により、認知症群・MCI群の分類において最大78％の精度
モデルを実現

• 人感・ドア開閉センサー情報は、本人以外行動の排除が必要
• 睡眠情報は、精度向上のため、睡眠状態の推定ができるセンサーが望ましい
• 位置情報取得タグの携帯方法の検討が必要

使用機器 人感／
ドア開閉センサー

位置情報
取得システム

睡眠センサー
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ねむりの見守りの特徴

ご利用イメージ

月

火

水

木

金

土

日

 薄型シートセンサー

 敷いていることを意識せずにデー
タを取得

 だれでも簡単に設置でき、
すぐに利用可能

 睡眠の質の改善アドバイス
（生活習慣の改善）

 健康リスクのスクリーニング

（軽度認知障害・うつ・睡眠時無
呼吸）

睡眠センサー
レンタル提供

データ活用
AI分析

改善介入
未病への気付き

睡眠 覚醒

悪い睡眠の例良い睡眠の例

月

火

水

木

金

土

日

専門家

中途覚醒を
おさえるためにお
酒は就寝の

3時間前までにし
ましょう！

睡眠レポート

 日々の睡眠状態やバラツキを見
える化

 悪い睡眠は、朝の覚醒時刻が
バラバラで、途中の覚醒も多い

8/31( )

9/1( )

9/2( )

9/3( )

9/4( )

9/5( )

9/6( )

9/7( )

9/8( )

9/9( )

9/10( )

9/11( )

9/12( )

9/13( )

9/14( )

9/15( )

9/16( )

9/17( )

9/18( )

9/19( )

9/20( )

9/21( )

9/22( )

9/23( )

9/24( )

9/25( )

9/26( )

9/27( )

9/28( )

9/29( )

9/30( )

OFF  

睡眠データから認知症やフレイルなどの未病状態をAIで推定すること、そして睡眠データとAIの推定結果をもとに

専門家が伴走して睡眠や健康を改善・維持につなげることが特徴です。
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自治体での導入イメージ全体像

地域包括支援センター
ケアマネジャー

生活支援・介護予防

介護医療

睡眠レポート配信

保健師等によるアドバイス

利用者様向け

NTT PARAVITAの保健師等に
よる睡眠改善のアドバイスを行います。
健康や生活など幅広い相談にもお答え
します。

また、AIにより認知機能低下の可能性
がある方に対して、脳の健康チェック
を実施し、地域包括支援センターへの
連携と受診勧奨を行います。

アドバイス相
談

睡眠データ

連携

生活リズムレポート
（睡眠レポート）

地域包括ケアシステム

睡眠センサー

受診

ケアプランへの活用支援

ケアマネジャー様へ睡眠勉強会（睡眠の基礎知識、睡眠と認知症、睡眠による効果測定など）を行うことで、睡眠に関する知識を身に着けていただきます。
そして、保健師・看護師が利用者様からヒアリングした内容に加えて、生活習慣や睡眠習慣の改善案をメールにてケアマネジャー様にご連絡いたします。
また、ご希望があればお電話や打ち合わせにて、ケアプランへの活用方法をご相談する場を設けさせていただきます。

紹介

センサーにより得られる睡眠データを解析し、睡眠リズムの
レポートとして利用者様（本人・家族）にお知らせします
（郵送・メール）。

ケアマネジャー様向け

天理市
2022年度導入

堺市
2021~2022年度実証中

加古川市
2022年度実証中

地域包括ケアシステムとも連携を図りながら、高齢者の睡眠と生活をサポートします。
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参考：実証事例

0120-467-961

応募いただいた方へ

資料を郵送後、 お電話にて

ご説明いたします。

大阪府の堺市様では、ひとり暮らしの高齢者等を対象に睡眠リズムの見える化を活用した見守りに関するフィールド実証を実施中

兵庫県の加古川市様では、地域包括支援センターのケアマネージャーによる睡眠データの活用をめざしたフィールド実証を実施中
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「ねむりの見守り」

日本初の取組みで自治体と共同し住民の健康維持・改善をめざす
「ねむりの見守り」を提供開始

「ねむりの見守り」は、

・多くの高齢者が悩みを抱える「睡眠」に着目

・日常生活に負担の少ないセンサーで睡眠を計測

・専門家による改善アドバイスで行動変容を促し

健康維持・改善、疾病の予防を実施

・導入第一弾となる「天理市睡眠サポートプログラム」は、
成果連動型民間委託契約方式（PFS：Pay For Success）を採用

睡眠センサーを活用し、睡眠改善から住民の健康維持・改善を

めざすPFS事業は、日本初の事例*

*専門家へのヒアリングおよび内閣府「成果連動型民間委託契約方式

（PFS：Pay For Success）ポータルサイト」内のPFS事業事例集

（https://www8.cao.go.jp/pfs/jirei.html）を用いた、

NTT PARAVITA調べ（2022年5月）
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参考：睡眠日誌の見方

睡眠センサーで取得したデータは、睡眠日誌と呼ばれる1日毎のグラフで表示されます。

寝ている途中の▢：
朝起きて寝床から一旦離れたとき

寝ている途中の▢：
睡眠の途中で目が覚めている

日中の▢▢：
お昼寝の様子

▢：ぐっすりお休み
できている状態

[凡例]

▢：寝床にいて、ほとんど体を動かさずぐっすり睡眠できている状態

▢：寝床にいて、寝がえりなど体が動いている状態

▢：電源は入っているが、寝床にいない状態

▢：電源が入っていない状態
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参考：睡眠改善事例（１）

寝つき時間

3ヶ月後

アドバイスしたこと
・現在の睡眠時間で十分であること
・寝床で「寝ること」以外を控えること
・就床時刻を遅くすること

睡眠センサーや聞き取りから分かったこと
・寝床でテレビを観ながらウトウトする
・「早くベッドに入らないとって焦る」

改善につながったこと
・寝つき時間が減少
・睡眠効率が平均75%→85%に改善

70代女性 パートナーとお二人暮らし 要支援1
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参考：睡眠改善事例（２）

1ヶ月半後
アドバイスしたこと
・起床時刻を揃えること
・就寝時に後頭部を冷やすこと
・15時以降眠らないこと

睡眠センサーや聞き取りから分かったこと
・起床時刻が日によって異なる
・「就寝直前に入浴する」
・「夕方以降にうたた寝をする」

改善につながったこと
・寝つき時間が減少
・中途覚醒が減少
・「ぐっすり眠れることが増えた気がする」

起床時間

70代女性 パートナーとお二人暮らし 要介護認定なし
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参考：睡眠改善事例（３）

2ヶ月後アドバイスしたこと
・日中はベッド上で過ごさないこと
・毎日、朝日を浴びること
・お昼寝は15時まで30分以内とすること

睡眠センサーや聞き取りから分かったこと
・夜間の中途覚醒が多いこと
・ベッド上で生活している
・日中家の中で過ごしている
・昼寝が長い、夕方以降の昼寝がある

改善につながったこと
・中途覚醒が減少
・睡眠時間が増加
・本人より「日中の体調が良くなった」

中途覚醒と昼寝

80代女性 独居 要支援1
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今後の方向性＜介護分野DX（デジタルトランスフォーメーション）＞

介護分野では、高齢者の増加と、生産年齢人口の減少を背景にして
「間接業務の効率化」と「サービス品質の向上」に寄与するDXが求められている。

介護データPF

睡眠データ

介護
サービス拠点

間接業務 直接業務

①デジタル化・効率化
紙文化からの脱却や
コミュニケーションツール活用
による直接業務への注力

④科学的介護
(Evidence-Based Care)

データに基づく最適な
介護サービスの提供

②多職種・異業種連携
既存の医療や薬局等の
介護サービス関連業種のみ
ならず、異業種との連携に
よる地域包括ケアの実現

拠点外

介護保険
データ

医療データPF

食事データ

運動データ

地域コミュニティ

③サービスコーディネート
地域の医療・介護資源を
随時把握し効率的に配分

都市OS
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今後の方向性（eスポーツ×ヘルスメディカル）

Hop

Step

Jump

■eスポーツで認知症予防の関心を高める

脳活ツール(CogEvo)の機能
認知機能とチェックとトレーニングが
12種類のゲーム機能で行えるツール

eスポーツを通じて
脳活データを取得

脳活データ取得 睡眠データ取得+脳活データ

API連携

脳活ツール(CogEvo)などを活用した、eスポーツ×ヘルスメディカルの取組みを通じて、認知症予防の関心を高めると共に、
NTT PARAVITA社の認知症予防サービスなどとのAPI連携を通じて、サービス価値の相互向上を図る。

NTT PARAVITA社の提供サービス
・自治体向け 認知症予防サービス
・調剤薬局向け 睡眠改善指導サービス

睡眠センサーを通じて睡眠
データ取得

■NTT PARAVITAと連携し、サービス拡充

サービス拡充案
・認知症早期発見の精度の向上
・推奨トレーニングレベルの提示
・適切な睡眠時間の提示

情報銀行
・健康通帳
・電子母子手帳
・ゲノム医療

住民PHR

都市OS（PHR)とのデータ連携により、
各サービスとのシナジー効果を図る

都市OS
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CogEvoは株式会社トータルブレインケアの登録商標です。



今後の方向性（eスポーツ×ヘルスメディカル）
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ヘルスケアメディカル分野におけるNTT西日本グループの取組み
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ライフ フードラーニング アグリs インフラ・
エネルギー

タウンワーク
ツーリズム
＆モビリティ

ファクトリーサービス共創

ヘルスケアメディカル

サービス創出 光回線との連携による
より安定したサービスの提供

ヘルスケア関連企業様

自治体様 等
・



１．NTT西日本グループのヘルスケア分野に関する取組み

２．光回線を採用いただいたハッピーベル株式会社様の取組み
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ご清聴ありがとうざいました。
ご質問やお問い合わせは下記までご連絡ください

NTT西日本グループ
2ei-community@west.ntt.co.jp

ハッピーベル株式会社
happy@happybell.jp
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